
求めるものは「みんなで」～みんなですると楽しい～
窪田 智

９月が終わりに近づくにつれ、朝夕の空気が冷たさを増しているように感じます。令
和４年度も半分が過ぎ、折り返しとなります。９月は、お客さんが何度か見え、子供た
ちの様子を参観しました。訪れた方々が一様に口にするのは「子供たちが落ち着いてい
るね。」でした。お客さんが来ているから？ではありません。いつもそうです。どのク
ラスも落ち着いて学習に取り組む姿が見られます。
２学期の始業式で、学習を深めるため、学校生活をより楽しくするために、どんな人

たち(場合によっては「もの」)と、どんな方法で関わっていきたいのか、関わっていけ
るのか考えてみようと子供たちに投げ掛けました。先日、５・６年生担任の山口先生か
ら「校長先生、これを読んでください。」と、子供が書いた意見文をいただきました。
それは、６年生の中村隼織さんのものでした。隼織さんは、この意見文を作成するに

あたり、３～５年生にアンケートも実施しています。意見文の一部を紹介します。
意見文（抜粋）

「これからの人穴小学校を楽しくするために」
みんなが楽しいと思える活動をもっと考えていくことが大切だと思っている。「みん

な」が付いている項目がみんなに多く選ばれていることに気付いた(アンケートより)。
全校みんなで一緒にやるからこそ楽しいのだとぼくは思う。みんなはこの人穴小学校の
特徴の人数が少ないというところから、全校みんなで一緒にやると楽しくなる項目を選
んだと思う。機会があれば、人穴小学校が楽しくなるような全校でできる行事を考えて
いくのも大事だと思う。 子供たちが大事にしてくれた「みんなで」こそが、「関わり
合い」そのものです。また、隼織さんの「人穴小学校が楽しくなるような全校でできる
行事を考えていく」は、まさに「自分から」「自分たちから」関わり合いの場を求め、
設定していくことにつながります。私が始業式で投げ掛けたことが、もう、形になり始
めようとしています。

10月の朝礼では、隼織さんの意見文を紹介しながら、
隼織さんにも自分の思いを話してもらいました。その
中で、６月の「卒業生１日先生の日」の講演の中で、
講師の渡邊実様が紹介してくださった「キッズゲルニ
カ」に挑戦してみたいという具体的な意見が出ました。
１つの意見文から始まったこの挑戦。自分たちから「関
わり合い」を企画する子供たちの思いが形となるよう
に、職員一同全力でバックアップしていきます。

さて、今月の23日(日)には、令和４年度人穴小秋季大運動会が開催されます(雨天延
期30日(日))。コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、ここ２年間は学校のみで行
っていました。今年度も以前のような地域と合同の運動会はできませんが、人穴地区在
住の方については参観をしていただけたらと考えています。(保護者の方の参加、参観
は昨年度同様です)。今後、コロナウイルス感染症の感染状況によって参加者、参観者
には変更もありますが、ぜひ、がんばる子供たちの姿を応援しにいらしてください。
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「キッズゲルニカ」とは、スペインの画家ピ

カソがスペインの内戦により、空爆されたま

ちゲルニカの悲惨な状況を描いた「ゲルニ

カ」にならい、「ゲルニカ」とほぼ同じ大きさ

のキャンバスに、子供たちが平和へのメッセ

ージを込めて絵を描くことです。キッズゲル

ニカ富士宮実行委員会の代表を渡邊様が

務めていらっしゃいます。


